
東京大学国際保健学専攻　竹本啓一先生

1，はじめに

　私はＡＭＤＡより１９９２年８.月初めから９月初めまでバングラデッシュに派

遣され、ＡＭＤＡ一バングラデッジュ.のプロジェクト・コーデイネーター、ラザ

ック氏をサポートしなが・らコックスバザール県南方の難民キャンプにて活動し、

活動継続の諸手続きのために首都グッカ市、およびチッタゴン市をも訪れた。現

在、ＡＭＤＡ－バングラデッシュは政府によるＮＧＯ登録を中請中であるが、キ

ャンプでの活動についてはＮＧＯ省からの特別の許可を受けている｡

　さて、この報告では以下の３つの点について述べたい。

　　　1)　難民化の背景　　　　　　　　2)　難民キャンプの保健・衛生状態

　　　3)　キャンプでのＡＭＤＡによる難民救援活動

2．難民化の背景

　ミャンマーからの難民は正式にはロヒンギャー（民族名）と呼ばれる。彼らは

ミャンマーのアラカン地方に住み、アラカンにおいてはマジョリテイー（７０％)

だがミャンマー全体から見たときには民族的にも、、また宗教的にもマイノリテイ

ーである（彼らはイスラム教徒で、アラカン人は仏教徒）。こうしたマイノリテ

イーの常としてロヒンギャーたちも体制による弾圧に苦しめられ、１９９１年3
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プは、７、４０４人であり、

ｐａｌｏｎｇキャンプはＩＯ

これから活動しようとしていろＭａｒ
―
―

ｃｈａ－

な保健状況のインデイケーターを列挙してみる。

井戸

トイレ

栄養状況

住居

死因

死亡率

∠1

・
Ｉ

・
１

・
＠

・
・

正確な数は把握していないが、最低４００．（　ポンプ式　）

最低２、５００、設置されている。（紙ではなく水を使用）

５歳以下幼児中、１８－２ １％が栄養不良と推定される。

難民のうち、７７％（２０５、６９１人）がきちんとした住居

を持っているが、他の難民は木の枝や葉で出来たビ二－ルに覆

われただけの粗末な小屋で雨風をしのいでいろ。

５歳以下幼児の死亡原因の割合は次の通りである

　急性呼吸器疾患：∠１６．７％，　下痢症：　１０

凱病

マラリア

６
　
　
３

５歳以下幼児死亡率

全人口に対する粗死亡率

ＡＭＤＡの活動
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ＯＯＯ／日

ＯＯＯ／日

　ＡＭＤＡ一バングラデッシュは現在、プロジェクト・コーディネーター　１人

医師　１人、ヘルスワーカー　３人の　計５人のバングラデッシュ｡人スタッフに

より構成され、日本人医師は短期的、補助的に参加しているのが現状である。こ

れは　ｓｅｌｆ一ｒｅｌｉａｎｃｅ　の観点からは高く評価できることだと思わ

れる。即ち、日本側からの援助は基本的には資金のみであり、プロジェクトの実

行は現地スタッフに完全に任されている。またその資金の収支報告も明瞭であり

きちんと日本の本部に対して行われている。一方、日本の緊急救援体制という観

点から見た時、欧米との差は大きい。例えば、ＭＳＦフランスのＭｅｄｉｃａｌ

ｏｆｆｉｃｅｒは１年間滞在すると言っていた。緊急救援と言えども、これ位の

期間は間われるように、日本政府のＪＭＴＤＲ等との協力が必要だろう。

　　さて、現在のプロジェクトは、衛生教育と寄生虫駆虫を中心として行われて

おり、特に衛生教育は下痢症対策には欠かせないものと思われる。衛生教育の実

施でポィンlヽとされているのは次の３つである。

　１）　井戸水を使用すること　　　２）　設置されたトイレを使用すること
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　３）　トイレ使用後と食事前、必ず手を洗うこと

衛生教育はポスターとビラを用いて行われ、子供たちが理解したかどうか、クイ

ズ形式で正解したら景品を与えるといった試みも行われている。　これからすぺき

ことは衛生教育の結果、難民たちの衛生行動に本当に変化が起きたかを調査し、

衛生教育にフィードバックしていくことであろう。具体的には、井戸水、トイレ

があるところでは実際どれ位使われているのか、手洗いの習慣はどれ位定着して

いるのか、といったことである。こうしたことの調査のためには、他のＮＧＯと

のある程度の協力も必要となってくるであろう。

　もうひとつのブロジ｡エクIヽである寄生虫駆虫に関して。現在活動を行っている

Ｈ゛ａｌ ｕｄ ｊａｐａｌ ｏｎ＆キャンプでは、４、７２６人の難民に対して駆虫が

行われた。駆虫は現在、基本的に難民全員に対し･で行われているが、もう少し注　奮

意深い　ｔａｒ＆ｅｔ　ｐｏｐｕｌｕａｔｉｏｎ　の絞り方が必要だと思われる。

第一に、ｍａ･ｓｓ　ｃｈｅｍｏｔｈｅｒａｐｙ　が正当化され得るだけの充分な

数の寄生虫感染者がいるかどうかを定期的に調査することが必要ではないか。　第

二に、妊婦や幼児に対する駆虫薬投与はあまり適当とは言えない（特に妊婦の･場

合、胎児に対する催奇性の問題がある）。この点を充分考慮の上、実施していく

必要があると思われる。

５．　ＡＭＤＡ活動への提案

　以上を踏まえ、日本の大学の公衆衛生学・国際保健学のコースの一環として、

難民キャンプでの次の二つの活動を提案したい。

　１）　衛生教育前と後の難民の衛生行動の変化の調査、そしてそれをもとにし

　　　　た衛生教育の改善。

　２）　難民の寄生虫感染状況の調査、それに基づいた駆虫のターゲットにすべ

　　　　き　ｐｏｐｕｌａｔｉｏｎ　の特定、駆虫実施後の定期的な感染状況の

　　　　調査。

　これだけのことをそれぞれのキャンプ毎にやるのは大変なことだと思われる。

そこでプロジェクIヽを全てのキャンプには拡大せずに、一つのキャンプに腰をす

えてやっていくというのはどうであろうか。　その方がバングラデッシュのスタッ

フの経験を深めることが出来、そして学生のフィールドとしても充実したものと

なるのではないだろうか。
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駆虫及び衛生教育の現場
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